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宮城県農業農村整備事業等

標準積算基準類の取扱い

１ 積算基準類の適用

宮城県における，農業農村整備事業等の工事・業務価格基準は，農林水産省が制定している

「土地改良工事積算基準」（以下「積算基準」という）を準用するものとし，積算基準に記載

の無いもの或いは運用が異なるもの等については，「宮城県農業農村整備事業等標準積算基準

（統合版）」によるものとする。

なお，農林水産省が制定している積算基準に関する図書については，下記のとおりである。

１）土地改良工事積算基準（土木工事） 平成３１年度版

【土地改良工事積算基準「平成31年10月1日からの入札に適用する標準歩掛，参考歩掛及び

施工パッケージ型積算基準」は適用除外とする。】

２）土地改良工事積算基準（調査・測量・設計） 平成３１年度版

３）土地改良工事積算基準（施設機械） 平成３１年度版

【土地改良工事積算基準「平成31年10月1日からの入札に適用する標準歩掛，参考歩掛及び

施工パッケージ型積算基準」は適用除外とする。】

４）土地改良工事積算基準（機械経費） 平成３１年度版

また，上記図書の外，土地改良工事積算マニュアル（土木工事）平成３１年度版（一般社団

法人農業農村整備情報センター発行）も参考とする。

※ 「土地改良工事積算基準等」及び「宮城県農業農村整備事業等標準積算基準(統合版)」

に記載がない基準，歩掛等については，「設計単価等決定要領（農業農村整備事業）」に

よるものとする。

２ 労務資材等単価の適用

農業農村整備事業等の工事・業務価格算出のため，上記１と組み合わせて使用する「労務

単価」，「資材単価」等については，下記資料を適用するものとする。

１）労務資材単価表（農業農村整備事業） 宮城県農政部

２）ほ 場 整 備 工 事 等 資 材 単 価 表 宮城県農政部

３）揚 水 機 場 機 械 設 備 等 資 材 単 価 表 宮城県農政部

４）施工パッケージ型積算方式標準単価表（平成31年4月から適用）農林水産省

５）東日本大震災の被災地で適用する施工パッケージ型積算方式標準単価表

（平成31年4月から適用）農林水産省

※ 上記資料に記載がない労務資材単価については，「設計単価等決定要領（農業農村

整備事業）」よるものとする。



３ 積算基準及び設計単価の適用年期日

農業農村整備事業等の工事・業務価格算出の積算基準及び設計単価の適用年期日について

は，公告日又は指名通知日の当月とする。

ただし，東日本大震災の復旧復興事業実施期における取り扱いについては，平成28年3月

16日付け事管号外農林水産部農村振興課長ほか通知「東日本大震災の復旧，復興事業実施期

における積算基準及び設計単価の適用年月について」



設計単価等決定要領（農業農村整備事業）

（適用範囲）

第１ この要領は，農業農村整備事業等に係る建設工事及び建設関連業務の積算に用いる

設計単価等の決定に適用する。ただし，工事規模，種類，施行箇所，施工条件，発注

時期等を勘案し，この要領により難い場合は，事前に本庁担当課と協議の上，別途決

定するものとする。

（用語の定義）

第２ この要領において使用する用語は，次の各項に定めるところによるものとする。

(1) 「設計単価」とは，設計書に計上する材料の単位あたりの価格をいい，買入価格，

買入れに要する費用及び購入場所から現場までの運賃の合計額とするものとする。

(2) 「設計単価等」とは，「設計単価」の他，積算に用いる歩掛，施工単価，損料等を

いう。

(3) 「工事積算標準書」とは，宮城県農業農村整備事業等標準積算基準（統合版），労

務資材単価表（農業農村整備事業）等の宮城県農林水産部で定めた基準書・通知等

をいう。

なお，宮城県農林水産部で定めた基準書，通知等において準拠を定めた農林水産

省の基準書・通知等（土地改良工事積算基準等）を含む。

(4) 「他官庁資料」とは，宮城県他部局，国の機関及び独立行政法人等で作成または監

修等された資料をいう。

(5) 「物価資料」とは，「建設物価（一般財団法人建設物価調査会発行）」，「積算資

料（財団法人経済調査会発行）」，「土木コスト情報（一般財団法人建設物価調査

会発行）」及び「建設施工単価（一般財団法人経済調査会発行）」をいう。

(6) 「協会等資料」とは，建設工事等において，設計・調査・施工に関する工法等の技

術普及のため会員の協力で設立，運営されている団体等が統一的見解をもって発行

した資料をいう。

(7) 「見積資料」とは，材料単価，市場における施工単価，機械損料及び賃料等を調査

するために材料の製造者，商社等又は施工者から徴したものをいう。

（設計単価等の決定）

第３ 設計単価等は，工事積算標準書，他官庁資料，物価資料，協会等資料，見積資料

の順に採用する。

(1) 物価資料による場合

(ｲ) 市場単価及び土木工事標準単価を除く設計単価の決定は，物価資料の２誌に掲載

がある場合は，物価資料の使用頻度と事務効率を勘案して，県が特別調査を委託し

た機関の物価資料を採用するものとする。ただし，使用量の多い資材等工事価格に

占める割合の大きい資材については，別途考慮して決定するものとする。

(ﾛ) 市場単価及び土木工事標準単価の設計単価の決定は，原則として物価資料の掲載

価格の平均値を採用するものとする。

(ﾊ) 特別調査委託先の物価資料に掲載のない場合は，他方物価資料を採用するものと

する。

(ﾆ) 単価の採用は，地域別価格が掲載されている場合は，当該地域の価格を採用する



ものとし，掲載が無い場合は，東京の価格を採用するものとする。

(2) 協会等資料による場合

協会資料（カタログ等）に記載されている価格及び基準等は，販売希望価格及び参

考歩掛の場合が多く，実勢価格及び実態の歩掛とは異なる場合があるので，採用にあ

たっては適正と判断できる客観的な資料があるか，他工事での使用実績があるか等を

十分に検討し採用するものとする。

(3) 見積資料による場合は，農林水産部見積徴収基準によるものとする。

（設計単価等の適用年月日）

第４ 工事及び業務の当初設計金額の算出に使用する設計単価等は，公告または指名通知

を行う日に有効な当月資料の単価等とする。

２ 物価資料は，公告または指名通知を行う日の前月号または前月を含む季刊号の単価

等とする。

なお，東日本大震災の復旧・復興事業実施時期における設計単価等は，別途通知に

よるものとする。

（端数の調整方法）

第５ 物価資料により平均単価を算出する場合の端数調整方法は次の各項に定めるところ

による。

(1) 生コン（ｍ３当り） 円単位切捨て

(2) アスファルト合材（ｔ当り）・骨材（ｍ３当り） ５０円単位切捨て

(3) 鋼材・丸鋼（ｔ当り） ５００円単位切捨て

(4) ＰＣより線・ＰＣ鋼棒（ｋｇ当り），燃料（Ｌ当り） 小数第２位以下切捨て

(5) その他一般資材 価格1,000円未満 小数以下切捨て

価格1,000円以上 10,000円未満 一の位切捨て

価格10,000 円以上 十の位切捨て

（その他）

第６ 県が特別調査を委託した機関（当該機関の物価資料）については，毎年，別途通知

する。

附則

この要領は，平成３０年１０月１日から施行する。



労務資材単価表（農業農村整備事業）等作成要領

（目 的）

第１ この要領は，農業農村整備事業等に係る建設工事及び建設関連業務の積算に用いる設計単価等の

うち，統一的に定める単価「労務資材単価表（農業農村整備事業）」等の決定等に関し，必要な事項

を定めるものとする。

（用語の定義）

第２ この要領におけて使用する用語は，次の各項に定めるところによる。

(1) 「特別調査資料」とは，対象資材の流通価格を適切に把握できる調査等により作成したものを

いう。

(2) 「物価資料」とは，「建設物価（一般財団法人建設物価調査会発行）」，「積算資料

（一般財団法人経済調査会発行）」，「土木コスト情報（一般財団法人建設物価調査

会発行）」及び「土木施工単価（一般財団法人経済調査会発行）」をいう。

(3) 「見積資料」とは，資材単価等，市場単価及び土木工事標準単価を調査するために材料の製造

者，商社等又は施工者から徴したものをいう。

(4) 「市場単価」とは，材料費，労務費，機械経費等で構成される施工単位当たりの市場での取引

価格をいう。

(5) 「土木工事標準単価」とは，標準的な工法による施工単位当たりの工事費で，工事業者の施工

実績に基づき，調査により得られた材料費，歩掛等によって算定した価格をいう。

(6) 「資材単価等」とは，労務単価等，市場単価，土木工事標準単価以外の単価をいう。

(7) 「地域資材単価」とは，特別調査資料，物価資料に基づき，県内統一的に定める単価をいう。

(8) 「地区資材単価」とは，県内において，統一的に定めることが困難な資材について，特別調査

資料，物価資料に基づき，県内を地域分割して，地域毎に定める単価をいう。

(9) 「主要資材」とは，①レディーミクストコンクリート，②アスファルト混合物，③骨材・砕石

類，④異形棒鋼，⑤鋼材類（中厚板，形鋼類，鋼管，矢板），⑥燃料類（Ａ重油，ガソリン，軽

油），⑦スクラップ（鉄くず）をいう。

（労務単価等）

第３ 労務単価及び設計業務等の技術者単価（以下，「労務単価等」という。）は，次の各

項に定め るところによる。

(1) 労務単価は，農林水産省及び国土交通省が実施している公共事業労務費調査に基づ

き，決定される公共工事設計労務単価（基準額）によるものとする。

(2) 設計業務委託等の技術者単価は，農林水産省が定める基準日額によるものとする。

（資材単価等の決定）

第４ 資材単価等の決定方法は，次の各項に定めるところによる。



(1) 資材単価等は，特別調査資料，物価資料，見積資料の順で採用する。

(2) 物価資料による場合は次の各号に定めるところによる。

(ｱ) 地域別価格が掲載されている場合は，当該地域の価格を採用するものとするものとし，掲載

が無い場合は，東京の価格を採用するものとする。

(ｲ) 複数の物価資料に価格の記載がある場合は，原則として，掲載価格を平均した価

格を採用する。ただし、物価資料のうち一方の資料のみに記載されている場合は，

その価格を採用するものとする。

(ｳ) 公表価格で記載されている価格を採用する場合は，次の式により求めるものとする。なお，

類似品目がない場合は，市況の取引の実態を反映させるものとする。

採用価格 ＝ （ Ｂ ／ Ａ ） × Ｃ

Ａ：類似品目の定価又は公表価格

Ｂ：類似品目の実取引価格又は物価資料に記載されている実勢価格

Ｃ：当該品目の定価又は公表価格

(3) 見積資料による場合は次の各号に定めるところによる。

(ｱ) 見積りは実勢価格を徴収するものとし，見積徴収対象者は，原則として３者以上から徴し，

その最低価格を採用するものとする。

(ｲ) 見積価格の確認は前項(ｳ)の規定を準用するものとし，この場合「定価又は公表価格」を

「見積価格」に読み替えるものとする。

(ｳ) 見積価格の端数処理は，切り捨てにより実数を物価資料の最小単位に一致させるものとする。

（市場単価及び土木工事標準単価の決定方法）

第５ 市場単価及び土木工事標準単価は物価資料によるものとする

(1) 市場単価は物価資料による。

(2) 物価資料価格の取扱いは第４(2)(ｱ)及び(ｲ)の規定を準用する。

（単価の制定及び改定）

第６ 単価の制定及び改定は次のとおり定めるところによる。

(1) 当該年度の単価の制定は４月１日とし，事業執行上必要な労務単価，資材単価，市場単価及び

土木工事標準単価について定めるものとする。

(2) 資材単価等，市場単価及び土木工事標準単価，四半期毎に改定することを原則とする。ただし，

廃棄物処理費用は除くものとする。

(3) 主要資材は，上記(2)によらず，当該単価と実勢価格に乖離が生じた場合には，改定を行うも

のとする。

（資材単価等及び市場単価の調査）

第７ 資材単価等及び市場単価の調査時期は別表によるものとする。ただし，地域別単価の特別調査は，

これによらず実施できることとする。



（端数の調整方法）

第８ 物価資料により平均価格を算出する場合の端数調整方法は，次の各項に定めるところによる。

１ 生コン（ｍ３当たり） 円単位切り捨て

２ アスファルト合材（ｔ当たり）・骨材（ｍ３当たり） ５０円単位切り捨て

３ 鋼材・丸鋼（ｔ当たり） ５００円単位切り捨て

４ ＰＣより線・ＰＣ鋼棒（ｋｇ当たり）・燃料（Ｌ当たり） 少数第２位以下切り捨て

５ その他一般資材

価格１，０００円未満 少数以下切り捨て

価格１，０００円以上１０，０００円未満 一の位切り捨て

価格１０，０００以上 十の位切り捨て

附則

この要領は，平成３０年１０月１日から施行する。

別 表

改定日
４月１日制定 ７月１日施行 １０月１日施行 １月１日施行

項 目

特 別 調 査 資 料 ２月調査 ５月調査 ８月調査 １１月調査

物 価 資 料 ３月号 ６月号 ９月号 １２月号

市 場 単 価
冬号 春号 夏号 秋号

土木工事標準単





見 積 徴 収 基 準

（平成３１年４月１日施行）

１ 適 用

本基準は， 農政部各課で採用している「設計単価等決定要領」で規定されている見積資料を徴

収する場合に適用する。

ただし，この基準により難い場合は， 事前に事業主務課と協議の上， 別途決定する。

２ 徴収する内容及び範囲

徴収する見積資料の内容は，原則として実勢価格を徴収するものとする。

ただし，取引実績又は施工実績がない等特別な事情の場合には販売希望価格及び参考歩掛による

ことができるものとするが，その採用に当たっては十分に検討して行うこととする。

３ 総合見積

建設工事及び調査設計業務等で下記項目に該当する場合には，必要な間接経費を計上した総合見

積の徴収ができるものとする。

(1) 業務成果物又は工事目的物等は， 明確であるが歩掛等が無い場合。

(2) 施工方法，施工内訳が不明で施工単価， 施工歩掛の徴収ができない場合。

４ 徴収にあたっての注意事項

見積資料は，総合見積の場合を除いて，原則として共通仮設費等の諸経費を含まない金額（直接

工事費ベース）で徴収する。

５ 見積依頼先の選定

見積依頼先の選定は，見積の種類，内容，対象項目における業者の技術力，過去の実績，工事規

模，対象項目の流通経路等を考慮し決定することとする。依頼者数は，次の定めるところによる。

(1) 原則として，３者以上とする。

(2) 見積想定額（総金額）が工事費等に占める割合が大きい場合又は依頼先が受注業者になりえる

場合は，５者以上とする。

(3) 特許工法等で，取り扱いメーカー，商社数が限定され見積依頼先が限られる場合には，(1)，

(2)によらないものとする。

６ 依頼の方法及び見積期間

(1) 依頼先が見積内容及び条件を的確に理解できるための必要な資料を添付して公平に依頼しなけ

ればならない。

(2) 見積内容・見積条件を十分理解し，見積資料作成を行うのに必要な期間を設けなければならな

い。

(3) 依頼先には，依頼することが直ちに受注につながらないことを明記しなければならない。

７ 徴収結果による価格及び歩掛，賃料等の採用方法

(1) 原則として， 各見積徴収結果における最低の価格及び歩掛，賃料等（以下「価格等」とい

う) を採用することとする。

ただし，直近上下位との差が概ね30%以上の場合は，該当する見積価格等を除いた最低の価格

等を採用することとする。

(2) 徴収結果において， 採用予定価格が明らかに実勢の価格等と乖離していると判断された場合

においては， 再見積等を行うことができることとする。

(3) 公表価格でしか見積徴収できない場合等において，見積価格等が明らかに実勢価格等と乖離し

ていると判断された場合のうち類似品目の価格または市況の取引の実態が明確な場合においては，

次の式により求めた価格を設計単価として採用することができるものとする。

採用価格 ＝ （ Ｂ ／ Ａ） × Ｃ

Ａ： 類似品目の定価又は公表価格

Ｂ： 類似品目の実取引価格又は物価資料に記載されている実勢価格

Ｃ： 当該品目の見積徴収額



８ 見積費用の計上

見積依頼先には，特に費用等は計上しないものとする。ただし，設計付き見積徴収等の場合で依

頼先の負担が大きくなると判断される場合は，主務課と協議の上，別途計上できるものとする。

附則

本基準は，平成３１年４月１日から適用する。
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Ⅰ.共通事項編

Ⅰ-１

工事価格を算出する場合の端数処理について示されたい。

土木工事は，「農林水産省 土地改良工事積算基準（土木工事）」土地改良事業等請負工

事積算基準等の運用 によるのとする。

施設機械工事は，「農林水産省 土地改良工事積算基準（施設機械）」土地改良事業等請

負工事積算基準（施設機械）の運用 によるのとする。

ただし，土木工事及び施設機械工事の工事価格の金額は，1,000円単位とし，1,000円未満

を切り捨てる。

Ⅰ-２

設計変更に伴う請負工事価格の計算例を示されたい｡

設計変更の積算は通常の積上積算で行うが，変更請負工事価格の算出は宮城県建設工事

執行規則取扱要綱の規定により下記の式により算出する。

変更請負工事価格＝(変更請負工事設計額×当初契約金額÷当初請負対象設計額)＋消費税額

※第２回変更以降も同様の計算とする。
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Ⅱ.土木工事編

Ⅱ-１

工事数量計算について示されたい。

土木工事の数量計算は，「農林水産省土地改良工事数量算出要領（案）」を参考とされ

たい。

Ⅱ-２

豪雪補正について示されたい。

別表１の地域に機械の所在地（基地）と使用場所（現場）が存在する場合は，豪雪補正

の対象となるので，適切に機械損料を補正すること。

別表１ 豪雪地域

豪雪地域は以下の市町村とする。

県 名 郡 名 市 町 村 名 備考

宮城県 市 仙台市（旧宮城・秋保町），白石市

刈田郡 蔵王町，七ヶ宿町

加美郡 加美町（旧小野田町，旧宮崎町）

大崎市 （旧古川市，旧岩出山町，旧鳴子町）

栗原市 （旧築館町，旧若柳町，旧栗駒町，

旧高清水町，旧一迫町，旧鶯沢町，

旧金成町，旧志波姫町，旧花山村）

Ⅱ-３

ＤＩＤ（人口集中地域）境界図を示されたい。

宮城県ＤＩＤ（人口集中地域）設定市町村は次のとおり。

大河原 管内：白石市,角田市,大河原町,柴田町

仙 台 管内：仙台市,塩釜市,名取市,多賀城市,岩沼市,富谷市,松島町,

七ヶ浜町,利府町,大和町

大崎(旧古川)管内：大崎市（旧古川市）,加美町（旧中新田町）

登米(旧迫) 管内：気仙沼市（旧市）,登米市（旧迫町）

石 巻 管内：石巻市（旧市）,東松島市（旧矢本町）

気仙沼 管内：気仙沼市

各市町村のＤＩＤ（人口集中地区）の境界図は政府統計の総合窓口e-STATの地図
で見る統計（ｊ-ＳＴＡＴ ＭＡＰ）を参照すること。

（https://www.e-stat.go.jp/gis）

〈ログイン方法〉 「ログインしないでＧＩＳを始める」をクリックする。

〈境界図の検索方法〉地図画面左上の検索ワード欄に県及び市町村名を入力し検索する。

また，地図画面右上のプルダウンから人口集中地区（H27）を選択

する。



Ⅱ- 2

Ⅱ-４

建設機械等の所在地（輸送基地）について示されたい。

（１）機械機械等の所在地（輸送基地）は，「建設機械等損料算定表（宮城県土木部）」

の所在地区分と以下の所在地を参考とされたい。

ただし，特別な理由により，適用することが著しく適正を欠くと認められる場合は，

この限りでない。

所在地区分１

所 在 地 機 械 等 名 称

東 京 「建設機械等損料算定表（宮城県土木部）」による。

普通鋼矢板Ⅱ型及びⅤL型，Ｈ形鋼(H-594×170)

所在地区分２

所 在 地 機 械 等 名 称

仙 台 市 「建設機械等損料算定表（宮城県土木部）」による。

所在地区分３

所 在 地 機 械 等 名 称

仙 台 市 「建設機械等損料算定表（宮城県土木部）」による。

福 島 市 普通鋼矢板Ⅲ型及びⅣ型，軽量鋼矢板，Ｈ形鋼(H-400以下）,覆工板

山 形 市

所在地区分４

所 在 地

全 市 「建設機械等損料算定表（宮城県土木部）」による。

（２）輸送基地の起点は東京は東京都庁，それ以外は市役所とする。
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Ⅱ-５
レディミクストコンクリートの標準仕様基準について示されたい。

下記のとおり。ただし，セメントの種類については※３を参照のこと。
（令和元年１１月１日適用）

無筋 ｺﾝｸ ｾﾒﾝﾄの 呼び ｽﾗﾝﾌﾟ 粗骨材 最小ｾﾒﾝﾄ 水
鉄筋 構造物の種類 ﾘｰﾄ 種 類 強度 最大寸法 使用量 ｾﾒﾝﾄ比 備 考
区分 種類 (N/mm2) (cm) (mm) (kg/m3) (%)

均しｺﾝｸﾘｰﾄ,基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ,小規模擁壁, 高炉ｾﾒﾝﾄ

石積(張),ﾌﾞﾛｯｸ積(張)の胴込,裏込， （Ｂ種） 18 8 40 － －
無 側溝,小水路,集水桝,管渠巻立て

筋 重力式構造物（橋台）,擁壁, 〃 18 8 40 － 60以下

コ 護岸(法留,平張),根固ﾌﾞﾛｯｸ,

ン ｶﾞｰﾄﾞｹｰﾌﾞﾙ基礎(端末支柱)，トンネ

ク ル覆工（インバート）

リ 海岸構造物,消波ﾌﾞﾛｯｸ 〃 18 8 40 － 55以下

｜ ﾄﾝﾈﾙ覆工(NATM,小断面,矢板工法ｱｰﾁ,側 普 〃 18 15 40 270 60以下

ト 壁)

砂防ダム(堤体,側壁,水叩) 〃 18 5 40 － 60以下

同上(堤冠部) 〃 21 5 40 － 60以下

コンクリート張工 〃 18 3 25 265 60以下

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ,小規模擁壁,小規模水路,集 高炉ｾﾒﾝﾄ 21 12 25 － 60以下

水桝,その他構造物 （Ｂ種）

堰,水門,樋門(函),揚排水機場,水路 〃 21 12 25 － 55以下 部材厚20cm未満

同上 〃 21 12 25 － 60以下 部材厚20cm以上

同上(海水の影響を受ける構造物) 〃 21 12 25 330 45以下

鉄 橋梁下部工,擁壁,函渠,井筒,潜函 通 〃 21又 12 25 － 55以下 部材厚20cm未満
は24

筋 同上 〃 21又 12 25 － 60以下 部材厚20cm以上

は24
コ ラーメン構造物（σca=80kg/mm2), 普通ﾎﾟﾙﾄ

ＲＣｽﾗﾌﾞ,ＲＣＴ桁,ＲＣﾎﾛｰｽﾗﾌﾞ, ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ 24 12 25 － 55以下

ン 地覆,剛性防護柵

深礎 高炉ｾﾒﾝﾄ 24 12 40 － 55以下
ク （Ｂ種）

非合成桁床板 普通ﾎﾟﾙﾄ 24 12 25 300 55以下

リ ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

ﾘﾊﾞｰｽ杭,ﾍﾞﾝﾄ杭 高炉ｾﾒﾝﾄ 30 18 40 350 55以下

｜ （Ｂ種）

同上 〃 30 18 25 350 55以下

ト ＰＣ橋(横桁,床板),合成桁床版, 普通又は

ﾌﾟﾚﾃﾝＩ桁中詰,ＲＣﾎﾛｰｽﾗﾌﾞ中詰 早強ﾎﾟﾙﾄ 30 12 25 － 55以下

ﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

ＰＣπﾗｰﾒﾝ橋,ｵｰﾙｽﾃｰｼﾞﾝｸﾞによる 36 12 25 － 55以下

現場打ちﾎﾟｽﾃﾝ桁 〃

ﾎﾟｽﾃﾝ主桁 〃 40 12 25 － 55以下

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装 高炉ｾﾒﾝﾄ 18 2.5 40 － 55以下 大型車無し
舗 （Ｂ種）

同上 装 〃 24 2.5 40 － 55以下 I-1,I-2交通

※１ 本基準は，標準的な使用目安を定めたものである。
設計条件等により上表以外のコンクリートの使用を妨げるものではない。

※２ 粗骨材最大寸法は，JIS A 5308による最大寸法の規定である。
（ex.最大寸法25mmの場合，25mm，20mmのいずれも使用可能）

※３ セメントの種類は参考であり，特定調達品目である高炉セメントを標準とする。
ただし，東日本大震災の復旧・復興工事への円滑な供給のため，当面の間，普通ポルトランド
セメントを標準とする。（H25.4.25付け事管号外）

※４ 塩害対策の対象となる場合は別途考慮する。
※５ 剛性防護柵については，「防護柵の設置基準・同解説」に基づき設計するものとする。
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Ⅲ.調査測量設計編

Ⅲ-１

調査測量設計業務の積算における端数処理について示されたい

調査測量設計業務は，「農林水産省 土地改良工事積算基準（調査・測量・設計）」設

計業務等の価格積算基準等の留意事項 によるものとする。

ただし，業務価格は，1,000円未満を切り捨てる。

Ⅲ-２

設計変更に伴う調査測量設計の業務価格の計算例を示されたい

設計変更の積算は、通常の積上と同じ方法で行うが、変更委託代金の算出は宮城県建設

工事執行規則取扱要綱に準じて下記の式により算出する。

変更委託代金 ＝ 変更委託対象設計額 × 当初契約金額 ／ 当初委託対象設計額

Ⅲ-３

用地調査業務の価格積算基準等について

用地調査業務の価格積算に当たっては，「土地改良事業用地調査等請負業務事務処理要

領（農林水産省）」によるものとする。

ただし，業務価格の端数処理は，1,000円未満を切り捨てる。

Ⅲ-４

用地調査業務の積算書の数値処理について

用地調査業務の端数処理は，「土地改良事業用地調査等請負業務事務処理要領（農林水

産省）」によるものとする。

Ⅲ-５

換地を伴う土地改良事業の確定測量業務の経費算定基準について

換地を伴う土地改良事業の確定測量業務の経費算定に当たっては，「換地を伴う土地改

良事業の確定測量業務の経費算定基準（農林水産省）」によるものとする。

ただし，業務価格の端数処理は，1,000円未満を切り捨てる。
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Ⅳ.施設機械編

Ⅳ-１

工事数量計算の算定について示されたい

施設機械工事の数量計算は，「農林水産省 土地改良工事数量算出要領（案）（施設機械

工事）」を参考とされたい。





Ⅴ．その他





１.宮城県独自歩掛 

Ⅴ　－　1



ＳＰ鉄筋コンクリート製品類機械布設（１） 

１． 適用範囲 

本歩掛は、鉄筋コンクリート製品類を機械で据付ける場合に適用する。 

床

掘

⇒

基

礎

砕

石

⇒

製

品

布

設

⇒

埋

戻

し

⇒

残

土

処

理

（注）本施工パッケージで対応しているのは、実線部分のみである。 

(布設に伴う材料の移動手間を含む) 

〔宮城県独自施工単価〕 

コード 施工単価名称 

ＳＰ鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製品類機械布設（１） 

２． ＳＰ鉄筋コンクリート製品類機械布設（１） 

(1) 条件区分

条件区分は、次表を標準とする。

積算条件区分一覧表及び１日当り作業量（個/日）

作業区分 製品質量(kg／個) 基礎砕石の有無 １日当り作業量(個/日) 

据付 50kg 以上 80kg 以下 無し 250 

据付 80kg を超え 200kg 以下 無し 125 

据付 200kg を超え 400kg 以下 無し 50 

据付 400kg を超え 600kg 以下 無し 33 

据付 600kg を超え 800kg 以下 無し 25 

据付 800kg を超え 1,200kg 以下 無し 20 

据付 1,200kg を超え 1,600kg 以下 無し 17 

据付 1,600kg を超え 2,200kg 以下 無し 13 

撤去 50kg 以上 80kg 以下 - 500 

撤去 80kg を超え 200kg 以下 - 250 

撤去 200kg を超え 400kg 以下 - 100 

撤去 400kg を超え 600kg 以下 - 66 

撤去 600kg を超え 800kg 以下 - 50 

撤去 800kg を超え 1,200kg 以下 - 40 

撤去 1,200kg を超え 1,600kg 以下 - 34 

撤去 1,600kg を超え 2,200kg 以下 - 26 

（注）施工パッケージ単価：コンクリート分水槽据付を準用。 
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(2) 代表機労材規格 
下表機労材は、当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

代表機労材規格一覧表 

項 目 代表機労材規格 備   考 

機 械 

Ｋ1 

ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾛｰﾗ型)[標準型・ｸﾚｰﾝ機能付・排出ガ

ス対策型(第 3次基準値)] 

山積 0.28m3(平積 0.2m3)吊能力 1.7ｔ 

・賃料 
・製品質量が 1,200kg/ 

個以下の場合 

ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾛｰﾗ型)[標準型・ｸﾚｰﾝ機能付・排出ガ

ス対策型(第 3次基準値)] 

山積 0.45m3(平積 0.35m3)吊能力 2.9ｔ 

・賃料 
・製品質量が 1,200kg/ 

個超えの場合 

Ｋ2 －  

Ｋ3 －  

労 務 

Ｒ1 
運転手（特殊） 800kg/個以下の場合 

普通作業員 800kg/個超えの場合 

Ｒ2 
普通作業員 800kg/個以下の場合 

運転手（特殊） 800kg/個超えの場合 

Ｒ3 土木一般世話役  

Ｒ4 特殊作業員  

材 料 

Ｚ1 
軽油 1．2号  

パトロール給油 
 

Ｚ2 －  

Ｚ3 －  

Ｚ4 －  

市場単価 Ｓ －  

 

SP 鉄筋コンクリート製品類機械布設（１）１個当り単価表 

名称 条件区分 単位 数量 積算単価 摘要 

SP 鉄筋ｺﾝｸ

ﾘｰﾄ製品類

機械布設

(1) 

作業区分 据付 

個 １   
製品質量(㎏/個) 1200kg を超え 1600kg 以下 

基礎砕石の有無 無し 

 

  単価計算書 

項目 代表機労材規格 
構成比 

（％） 

東京単価 

(H30.4) 

宮城単価 

(参考:R01.○) 

機械（Ｋ） 10.98  

 Ｋ１ ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾛｰﾗ型)[標準型・ｸﾚｰﾝ機

能付・排出ガス対策型(第 3 次基

準値)]山積 0.45m3(平積 0.35m3)

吊能力 2.9ｔ 

8.58     

 Ｋ２  -     

 Ｋ３  -     

労務（Ｒ） 86.02  

 Ｒ１ 普通作業員 26.24     

 Ｒ２ 特殊作業員 23.23     

 Ｒ３ 土木一般世話役 13.45     

 Ｒ４ 運転手（特殊） 4.29     

材料（Ｚ）  3.00  

 Ｚ１ 軽油 1.2 号 パトロール給油 2.35     

 Ｚ２  -     

 Ｚ３  -     

 Ｚ４  -     

市場単価（Ｓ） 0.00  

 Ｓ１  -     
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鉄筋コンクリート製品類機械布設（２） 

１． 適用範囲 

本歩掛は、鉄筋コンクリート製品類を機械で据付ける場合に適用する。 

床

掘

⇒

基

礎

砕

石

⇒

製

品

布

設

⇒

埋

戻

し

⇒

残

土

処

理

（注）本歩掛で対応しているのは、実線部分のみである。 

(布設に伴う材料の移動手間を含む) 

〔宮城県独自施工単価〕 

コード 施工単価名称 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製品類機械布設 

２． 使用機械 

ラフテレーンクレーン 排対型(２次)油圧伸縮ジブ型２５ｔ 

３． 機種の選定 

使用する機械の種類規格は、次の表とする。 

表 3.1 機種の選定 

規格区分（㎏/個） 据 付 機 械 規 格 燃料消費量 

2,200 を超え 3,500 以下 

3,500 を超え 5,500 以下 

5,500 を超え 7,000 以下 

7,000 を超え 11,000 以下 

（注）1.  ラフテレーンクレーンは賃料とする。 

2. 現場条件等により上表により難い場合は、現場条件等に適合した機種・規格を計上する。

４． 施工歩掛 

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製品類機械布設の歩掛は、次表する。 

表 4.1 布設歩掛   （10 個当たり） 

規格区分（㎏/個） 据付方法 世話役 
特 殊 

作業員 

普 通 

作業員 

機械運転 

時間 

2,200 を超え 3,500 以下 

機械 

0.77 0.77 2.69 0.77 

3,500 を超え 5,500 以下 0.77 0.77 3.08 0.77 

5,500 を超え 7,000 以下 0.83 0.83 3.75 0.83 

7,000 を超え 11,000 以下 2.20 1.40 4.80 1.20 

５． 単価表 

鉄筋コンクリート製品類機械布設 1 個 当たり単価 

施工単価構成内訳     10 個 当たり算出 

名  称 数 量 単  位 単  価 備  考 

(1) 世 話 役 表 4.1 人 

(2) 特 殊 作 業 員 表 4.1 人 

(3) 普 通 作 業 員 表 4.1 人 

(4) ﾗ ﾌ ﾃ ﾚ ｰ ﾝ ｸ ﾚ ｰ ﾝ 表 4.1 日 

(5) 合 計 Σ(1)～(4) 

(6) 単 価 1.0 個 (5)/10 
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簡易ゲート据付工 

 

１． 適用範囲 

本歩掛は、簡易ゲート（鋳鉄製，鋼製）の規格 200～1000 型の据付に適用する。 

 

    

製

作

⇒

運

搬

⇒

据

付  

（注）本歩掛で対応しているのは、実線部分のみである。(簡易ゲート設置の際の労務費、材料費を含む。) 

 

〔宮城県独自施工単価〕 

コード 施工単価名称 

 簡易ゲート据付工 

 

1-1 歩掛参照元 

 農林水産省 土地改良工事積算基準（施設機械）“第６章 鋼製付属設備” 

標準据付工数算定式により、１ｔ当たりの据付工数を算定する。 

 

  ｙ＝４．３０ Ｘ－０．５８４ 

  ｙ＝標準据付工数（人／ｔ） 

  ｘ＝１基当りの据付質量（ｔ） 

 

 ∴ ｙ＝４．３０ １－０．５８４ 

   ＝４．３０人／ｔ ← 各規格の重量を掛けて据付工数を算出する。 

 

   ※「機械設備据付工」を「溶接工」に読替える 

※ 職種別構成割合（％） 

     溶接工（機械設備据付工）・・・８０％ 

     普通作業員 ・・・・・・・・・２０％ 

 

【例】鋳鉄製丸型ゲート ２００型（質量＝４６．２ｋｇ） 

    ４．３０人／ｔ × ０．０４６２ｔ ＝ ０．１９８６６人 

  溶 接 工  ０．１９８６６人＊０．８＝０．１６人  

  普通作業員 ０．１９８６６人＊０．２＝０．０４人 

  （各労務人数は、小数点以下第３位四捨五入２位止めで算出） 

 

表 1.1 据付工歩掛 

名 称 規格 溶 接 工 （ 人 ） 普通作業員（人） 

鋳鉄製丸型ゲート(FC) 

200 型 0.16 0.04 

250 型 0.17 0.04 

300 型 0.22 0.05 

350 型 0.26 0.07 

400 型 0.29 0.07 

450 型 0.40 0.10 

500 型 0.45 0.11 

600 型 0.63 0.16 

700 型 0.79 0.20 

800 型 0.97 0.24 

900 型 1.52 0.38 

1000 型 1.66 0.42 
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名 称 規格 溶 接 工 （ 人 ） 普通作業員（人） 

鋳鉄製角型ゲート(FC) 

300 型 0.25 0.06 

350 型 0.30 0.07 

400 型 0.42 0.10 

450 型 0.50 0.13 

500 型 0.52 0.13 

600 型 0.78 0.20 

700 型 0.96 0.24 

800 型 1.34 0.33 

900 型 1.54 0.39 

1000 型 1.71 0.43 

鋼製ゲート      (SS41) 

200 型 0.14 0.03 

250 型 0.15 0.04 

300 型 0.17 0.04 

350 型 0.20 0.05 

400 型 0.21 0.05 

450 型 0.37 0.09 

500 型 0.40 0.10 

600 型 0.46 0.11 

700 型 0.60 0.15 

800 型 0.70 0.18 

900 型 0.78 0.20 

1000 型 0.85 0.21 

 

２． 単価表 

簡易ゲート据付工  １基 当たり単価 

 

施工単価構成内訳                                               １基 当たり算出 

名     称 数 量 単  位 単  価 備   考 

(1) 鋳鉄製丸型ゲート 1.0 基   

(1) 鋳鉄製角型ゲート 1.0 基   

(1) 鋼 製 ゲ ー ト 1.0 基   

(2) 溶 接 工 表 1.1 人   

(3) 普 通 作 業 員 表 1.1 人   

(4) 合 計    Σ(1)～(3) 

(5) 単 価 1.0 基  (4)/10 
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ＳＰ畦畔整形（機械） 

 

１． 適用範囲 

本歩掛は、荒盛土されている土羽を法切バケットにより畦畔整形（機械）する場合に適用する。 

 

    

畦

畔

築

立

⇒

畦

畔

整

形  

（注）本施工パッケージで対応しているのは、実線部分のみである。(法長は２ｍまで適用範囲とし、 

天端整形も含む。) 

 

〔宮城県独自施工単価〕 

コード 施工単価名称 

 SP 畦畔整形（機械） 

 

 

２． 畦畔整形（機械） 

(1) 条件区分 

  条件区分は、次表を標準とする。 

  積算条件区分一覧表及び作業日当り標準作業量（㎡/日） 

整形 

箇所 

法面締固 

の有無 

現場制約 

の有無 
土  質 

作業日当り 

標準作業量（A） 

盛土部 無し 無し 礫質土、砂及び砂質土、粘性土 220ｍ２／日 

（注）施工パッケージ単価：法面整形を準用。 

 
(2) 代表機労材規格 

下表機労材は、当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

代表機労材規格一覧表 

現場制約 

の有無 

整形 

箇所 
項  目 代表機労材規格 備  考 

無し 盛土部 

機械 

Ｋ1 

バックホウ（クローラ型）［標準型・超低騒音

型・排出ガス対策型（第３次基準値）］ 

山積0.8ｍ３（平積0.6ｍ３） 

 賃料 

Ｋ2 －   

Ｋ3 －   

労務 

Ｒ1 普通作業員   

Ｒ2 運転手（特殊）   

Ｒ3 土木一般世話役   

Ｒ4 －   

材料 

Ｚ1 軽油1．2号 パトロール給油   

Ｚ2 －   

Ｚ3 －   

Ｚ4 －   

市場 

単価 
Ｓ －   
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(3) 計算例

SP 畦畔整形（機械）１㎡当り単価表 

名称 条件区分 単位 数量 積算単価 摘 要 

畦畔整形 

（機械） 

整形箇所 盛土部 

㎡ １ 

法面締固めの有無 無し 

現場制約の有無 無し 

土質 
礫質土、砂及び 

砂質土、粘性土 

単価計算書 

項目 代表機労材規格 
構成比 

（％） 

東京単価 

(H30.4) 

宮城単価 

(参考:R01.○) 

機械（Ｋ） 14.45 

Ｋ１ バックホウ（クローラ型）［標準型・

超低騒音型・排出ガス対策型（第３次

基準値）］山積 0.8ｍ３（平積 0.6ｍ３） 

（賃料） 

14.45 

Ｋ２ - 

Ｋ３ - 

労務（Ｒ） 73.07 

Ｒ１ 普通作業員 32.55 

Ｒ２ 運転手（特殊） 27.53 

Ｒ３ 土木一般世話役 12.99 

Ｒ４ - 

材料（Ｚ） 12.48 

Ｚ１ 軽油 1.2 号 パトロール給油 12.48 

Ｚ２ - 

Ｚ３ - 

Ｚ４ - 

市場単価（Ｓ） 0.00 

Ｓ１ - 

参 考 

１．関連施工パッケージ SP 法面整形 

２．計上数量（施工面積） Ａ＝（Ｌ１＋Ｌ２＋Ｌ３）×施工延長(ｍ) 

３．Ｌ１，Ｌ２は２．０ｍまでとする。 

４．天端整形を含む。 
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機械器具運搬費（調査） 

１． 適用範囲 

本歩掛は、地質調査試験用機材等の現地搬入・搬出費に適用する。 

搬

入

⇒

調

査

試

験

費

⇒

搬

出

（注）本歩掛で対応しているのは、実線部分のみである。 

運搬費は、間接調査費で計上する。 

運搬費は、最寄りの積算基地から現地までの資機材等の搬入、搬出（機械器具等運搬費）を対象とする。 

ボーリング用資機材等の搬入、搬出は、２ｔ、３ｔ、４ｔの 2.9t 吊りクレーン付きトラックによる運搬 

を標準（ボーリング用資材１編成分）とするが、これにより難い場合は別途考慮する。 

〔宮城県独自施工単価〕 

コード 施工単価名称 

機械器具運搬費（調査） 

２． 施工歩掛 

表 2.1 機械器具運搬費（調査） （１回当り） 

項    目 名  称 規  格 単位 数量 適  用 

労 務 費 運転手(特殊) 人 α(人/ｈ)×Ｔ 

材 料 費 軽 油 Ｌ β(Ｌ/ｈ)×Ｔ 

機械経費 トラック損料
3t 車 

(クレーン付き)
時間 Ｔ 

土地改良工事積算基準 

(機械経費)による。 

（注）1.  Ｔ＝［運搬距離(㎞)］÷30(㎞/h) ：少数点以下第２位(第３位四捨五入) 

α＝［年間標準運転日数］÷［年間標準運転時間］ 

β＝［運転１時間当たり燃料消費量(L/h)］ 

2. 運搬距離は、往路、復路の合計とする。

表 2.2 ﾄﾗｯｸ（ｸﾚｰﾝ装置付き）の規格、燃料消費量 

トラック規格 軽油(L/時間) 備  考 

２ｔ車（2.9t 吊りクレーン付き） 4.21 98(kW)×0.043(L/kW-h) 

３ｔ車（2.9t 吊りクレーン付き） 
5.68 132(kW)×0.043(L/kW-h) 

４ｔ車（2.9t 吊りクレーン付き） 

燃料＝機関出力×運転１時間当り燃料消費率 ：少数点以下第２位(第３位四捨五入) 

３． 単価表 

機械器具運搬費（調査） １回 当たり単価 

施工単価構成内訳 １回 当たり算出 

名  称 規格 数 量 単  位 単  価 備  考 

(1) 運 転 手 （ 特 殊 ） 0.17×Ｔ 人 

(2) 軽 油 表 2.2×Ｔ Ｌ 

(3) トラック(ｸﾚｰﾝ装置付) 表 2.2 Ｔ 時間 

(4) 合 計 Σ(1)～(3) 

(5) 単 価 1.0 本 (4)/1.0 

（注）1.  Ｔ＝［運搬距離(㎞)］÷30(㎞/h) ：少数点以下第２位(第３位四捨五入) 
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２.東日本大震災の被災地で適用する
土地改良事業等請負工事の歩掛
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（事業担当者限り）

31北振第191号-1

令和元年６月５日

宮城県農政部長 殿

東北農政局 農村振興部長

東日本大震災の被災地で適用する土地改良事業等請負工事の歩掛について

「土地改良事業等請負工事標準歩掛について」（昭和58年２月28日付け58構改Ｄ第148号）

及び「土地改良事業等請負工事の積算参考歩掛について」（平成15年３月28日付け14農振

第2694号）の一部について、東日本大震災の被災地（岩手県、宮城県、福島県）で適用す

る歩掛を策定したので、参考までにお知らせします。
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